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８．数量化Ⅰ類 【動画】 

数量化理論と呼ばれる一連の手法は、質的データをどのように分析に取り入れるかを考

えた手法です。これは統計学者の林知己夫博士によって開発され、数量化Ⅰ類から数量化Ⅳ

類まであります。特に、数量化Ⅰ類は重回帰分析、数量化Ⅱ類は判別分析に相当すると言わ

れています。ここでは数量化Ⅰ類の考え方を見て行きましょう。 

数量化Ⅰ類は質的なデータで量的なデータを予測・説明するための分析手法です。この方

法を学ぶと、これまで断りなく量的データに限ってきた、重回帰分析の重回帰式や判別分析

の判別関数の中に質的なデータを加える方法が分かります。この章は今後の分析の範囲を

拡げるための重要な基礎になります。ここでは以下の例を使って数量化Ⅰ類について説明

したいと思います。 

例 

以下の地域（1：都市部、2：山村部）、気候（1：温暖、2：平均的、3：寒冷）、ある商品の

販売率のデータ（数量化Ⅰ類.txt (p1)）から販売率（目的変数）を予測する式を作り、それ

がどの程度有効か検討する。 

販売率 地域 気候 

3.0 1 2 

1.8 2 1 

： ： ： 

2.3 1 3 

 

数量化Ⅰ類は、例の左のような分類データから、右のような 0/1 データを作るところが基

本です。例えば、地域は 1,2 と 2 群のデータですので、地域-1 と地域-2 という 2 列のデー

タを作り、選ばれたところが 1 になっています。また、気候は 1,2,3 と 3 群のデータですの

で、気候-1、気候-2、気候-3 の 3 列のデータを作り、選ばれたところが１になっています。

データは、大きく地域と気候に分かれていますが、これらの大分類は「アイテム」と呼ばれ、

アイテムの中の小分類は「カテゴリ」と呼ばれます。数量化Ⅰ類では、この右のデータを使

って分析を進めて行きます。それでは実際のプログラムの動きを見てみましょう。 

C.Analysis のメニュー［分析－多変量解析他－予測手法－数量化Ⅰ類］を選択すると、

以下のような分析実行画面が表示されます。 

 

図 1 数量化Ⅰ類実行画面 

販売率 地域-1 地域-2 気候-1 気候-2 気候-3 

3.0 1 0 0 1 0 

1.8 0 1 1 0 0 

： ： ： ： ： ： 

2.3 1 0 0 0 1 

https://youtu.be/NVf3OgF5C_Q
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データは以下の通りです。 

 

図 2 数量化Ⅰ類.txt (p1) 

数量化Ⅰ類でも、重回帰分析のように、目的変数を販売率、説明変数を地域と気候とします。

ここでは、順番通りに並んでいますので、「変数選択」は「All」で選びます。 

分析実行画面で「0/1 型への変換」をクリックすると、以下のような結果が表示されます。 

 

図 3 0/1 型への変換データ 

これは前に言ったように、数量化Ⅰ類のデータの基本形です。これを元にして、予測式は以

下のように与えられます。 

11 12 21 22 23 01 1 2 3Y a a a a a a= + + + + +地域: 地域:2 気候: 気候: 気候:   (1) 

各変数は 0 か 1 の値をとります。 

分析実行画面の「数量化Ⅰ類」ボタンをクリックすると、以下のような結果が示されます。 

 

図 4 数量化Ⅰ類実行結果 

図の赤線で囲んだ部分が、上の(1)式の係数の値を与えます。但し、ここには値が異なった

「カテゴリウェイト」、「重回帰ウェイト」、「基準化ウェイト」の 3 種類の結果が含まれてい

ます。ただ、これら 3 つのウェイトは予測結果という点では全く同じです。即ち、どのウェ

イトを使っても、予測値は同じになります。 

この中で最も使い易いものは基準化ウェイトです。基準化ウェイトは、定数項が目的変数
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の平均となり、係数の正負を見れば、どのカテゴリが目的変数の平均を上げるか下げるかす

ぐ分かります。例えば、この中で目的変数の平均を下げるものは、地域:2 と気候:3 です（係

数が負）。 

また、重回帰ウェイトでは各アイテムの最初のカテゴリの係数が 0 になっていますが、

実は最初のカテゴリを取り除いて重回帰分析を行うと同じ結果を与えることが知られてい

ます。これで分かることは、重回帰分析に質的データを入れる場合は、まずデータを 0/1 変

数に書き換えます。その後、最初のカテゴリを除いて回帰式に追加するとよいということで

す。この考え方は判別分析でも使うことができます。 

このような係数の任意性は例えば、 1x y+ = が成り立つとき、以下のような係数の自由度

があることを使って示すことができます。 

( ) ( ) ( )ax by c a d x b d y c d+ + = − + − + +  

ここでd の値は自由に取ることができます（ゆとりある人は考えてみて下さい）。 

最後に、「重相関係数」は実測と予測の相関係数、「寄与率」はこの式でどれだけ目的変数

を説明できるかで、重回帰分析と同じ考え方です。 

 

これまでは予測に及ぼすカテゴリの影響だけを見てきましたが、アイテムについてその

重要性を調べてみましょう。分析実行画面で「アイテム重要性」ボタンをクリックすると以

下の結果が得られます。 

 

図 5 アイテム重要性 

アイテムの重要性でよく使われるものは、まず「ウェイト範囲」です。これは、アイテム内

のカテゴリの係数の最大－最小の値です。変動の大きい方が重要ということから使われて

います。また、一番下の「p 値」も使われます。これは、p 値が小さい方が重要です。 

最後に、目的変数の予測値と残差を見てみましょう。「予測値と残差」ボタンで以下のよ

うに表示されます。 

 

図 6 予測値と残差 
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数量化Ⅰ類まとめ 

数量化Ⅰ類の目的 

質的データの説明変数から、量的な目的変数を予測・説明する。 

カテゴリウェイト、重回帰カテゴリウェイト、基準化カテゴリウェイトの違いは 

→ 予測値を計算する上では同じ（予測値への影響の見易さが異なる） 

予測値と実測値との相関係数 → 重相関係数 

予測値は実測値をどれだけ説明しているか → 寄与率 

各アイテムの重要性は → アイテム重要性ボタンのウェイト範囲、p 値（小さいほど重要） 

予測値と実測値の散布図 → 散布図ボタン 

 

問題 

 数量化Ⅰ類.txt (p2) は店舗の売り上げを立地、人通り、競合の３段階分類データで予測

しようとするものである。 

１）カテゴリウェイト（定数項を０）を用いた予測式を表せ。 

  予測売り上げ＝［    ］立地１＋［    ］立地２＋［    ］立地３ 

   ＋［    ］人通り１＋［    ］人通り２＋［    ］人通り３ 

   ＋［    ］競合１＋［    ］競合２＋［    ］競合３＋［   ］ 

２）重回帰カテゴリウェイト（各先頭アイテムを基準）を用いた予測式を表せ。 

  予測売り上げ＝［    ］立地１＋［    ］立地２＋［    ］立地３ 

   ＋［    ］人通り１＋［    ］人通り２＋［    ］人通り３ 

   ＋［    ］競合１＋［    ］競合２＋［    ］競合３＋［    ］ 

３）基準化カテゴリウェイトを用いた（目的変数の平均値を基準）予測式を表せ。 

  予測売り上げ＝［    ］立地１＋［    ］立地２＋［    ］立地３ 

   ＋［    ］人通り１＋［    ］人通り２＋［    ］人通り３ 

   ＋［    ］競合１＋［    ］競合２＋［    ］競合３＋［    ］ 

４）各アイテムで予測売り上げを増やす方に寄与するアイテムはどれか。すべてに○を付け

よ。 

  ［立地１・立地２・立地３］ ［人通り１・人通り２・人通り３］ 

  ［競合１・競合２・競合３］ 

５）予測式は実測値の変動を何％予測できるか。［     ］％ 

６）立地：２，人通り：２，競合：２の店舗の売り上げを予測せよ。［      ］ 

７）ウェイト範囲で見る場合、予測値に最も大きな影響を与えるアイテムは何か。 

［立地・人通り・競合］ 

【Skip OK】 

８）数量化Ⅰ類と同じ分析を 0/1 データを用いた重回帰分析で行った。但し、各アイテムの

第１カテゴリは係数が 0 として、変数から外した。そのときの重回帰式を示せ。 
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  予測売り上げ＝［    ］立地２＋［    ］立地３ 

        ＋［    ］人通り２＋［    ］人通り３ 

        ＋［    ］競合２＋［    ］競合３＋［    ］ 

９）このことから上の重回帰分析と数量化Ⅰ類は［同じ・異なる］ものと考えられる。 

 

この方法を利用して、重回帰分析の説明変数の中に質的データを入れることができる。また、

同様にして判別分析の説明変数の中に質的データを入れることもできる。 

 

問題解答（数量化Ⅰ類.txt (p2)） 

１）カテゴリウェイト（定数項を 0）を用いた予測式を表せ。 

  予測売り上げ＝［ 3745 ］立地１＋［ 4171 ］立地２＋［ 4187 ］立地３ 

   ＋［ 0 ］人通り１＋［ 237 ］人通り２＋［ 612 ］人通り３ 

   ＋［ 0 ］競合１＋［ -457 ］競合２＋［ -454 ］競合３ 

２）重回帰カテゴリウェイト（各先頭アイテムを基準）を用いた予測式を表せ。 

  予測売り上げ＝［ 0 ］立地１＋［ 425 ］立地２＋［ 441 ］立地３ 

   ＋［ 0 ］人通り１＋［ 237 ］人通り２＋［ 612 ］人通り３ 

   ＋［ 0 ］競合１＋［-457 ］競合２＋［-454］競合３＋［ 3745 ］ 

３）基準化カテゴリウェイトを用いた（目的変数の平均値を基準）予測式を表せ。 

  予測売り上げ＝［ -290 ］立地１＋［ 135 ］立地２＋［ 151 ］立地３ 

   ＋［ -290 ］人通り１＋［ -53 ］人通り２＋［ 322 ］人通り３ 

   ＋［ 334 ］競合１＋［ -123 ］競合２＋［ -120 ］競合３＋［ 3991 ］ 

４）各アイテムで予測売り上げを増やす方に寄与するアイテムはどれか。（ヒント：基準化

ウェイトで係数が正のカテゴリ） 

  ［立地１・立地２・立地３］ ［人通り１・人通り２・人通り３］ 

  ［競合１・競合２・競合３］  （基準化ウェイトで正の係数のところ） 

５）予測式は実測値の変動を何％予測できるか。［ 73.8 ］％（ヒント：寄与率） 

６）立地：2，人通り：2，競合：2 の店舗の売り上げを予測せよ。［ 3951 ］ 

７）ウェイト範囲で見る場合、予測値に最も大きな影響を与えるアイテムは何か。 

［立地・人通り・競合］ 

８）数量化Ⅰ類と同じ分析を 0/1 データを用いた重回帰分析で行った。但し、各アイテムの

第 1 カテゴリは係数が 0 として、変数から外した。そのときの重回帰式を示せ。 

  予測売り上げ＝［ 425 ］立地２＋［ 441 ］立地３ 

        ＋［ 237 ］人通り２＋［ 612 ］人通り３ 

        ＋［ -457 ］競合２＋［ -454 ］競合３＋［ 3745 ］ 

９）このことから上の重回帰分析と数量化Ⅰ類は［同じ・異なる］ものと考えられる。 

 

 


